日立過熱水蒸気才ーブンレンジ型式 MRO - JV 200 

カンタンご使用ガイド 


詳しくは「取扱説明書」をご覧ください。 

このマ—クは「取扱説明書」の記載 
A • ぺージでず。 


上側1 Gem な上っ 


初めてお使いになるとさの準備 


n 壁などとの間をあけて設置し、 

アースを取り付ける 
安全上のごを意 h » p .10~15) 

をお読みになり正しく設置 
してください。 

0 トリ:/ル 重量 センサー ( GPS ) の 0 点調節をする 

〇電源プラグをコンセントに差し込み、一度ドアを開ける 

電源が人り、表示部に「0」が表示されます。 


左側 

0cm ほ上 



:旺 cjn な上 


本体の両側面と背面は、壁やま具などにぴったりつけてち大丈夫です。 
周囲の保護のために 

周囲が熱に弱い壁材や家具でない場丽こおえ付けてください。背面の壁がガ 
ラスの場合、湿度差で割れるおそれがあるので、 20 cm な上あけてください。 
左図の距離をあけてち、排気でミちれたり結露することがあります。距離をご 
らにあけるか、壁面側にアルミホイルを貼ると'舌れや結露を軽減でさます。 


@加熱室底面にテーブルプレートをセツトずる（「テマエ」刻印を手前に） 
@ドアを閉めて 


とりけし 


を3巧間巧し続ける 


「 ピツ」 とブ ザーカ鳩り、数秒後、 「0」 表示で 0 点調節が終了します。 

r-> P.5 ) 


ici 空焼さ(脱臭)をする 

テーブルプレー トを外ず 

@空焼き(脱臭)をする （ 吊 を選択ずる） > P.S ] 

オート調理の使いかた (ハンパ-グ(標準)の例) 圧 P . 40.651 



〇 

0 


ドアを開けて、 

食品をのせたグリル皿 
を入れ、ドアを閉める 

水道水を給水ずる 

〇 給水タンクを本体から引き出す 

@ 給水□ふたを開いて給水する 

給水□内の棒(満水ゲージ） 
先端までで満水です。 

(水平にして確認する） 

@ 給水口ふたを閉める 

Q 給水タンクを本体に 
セットする 

周囲のレッグカバー 
と同じ位置まで巧し 
込みます。 



ドアを開けると電源が入ります 


電源プラグをコンセントに差し込んだだけでは電源 
が入りません。 

電力を節約するため、ドアを閉めて約] 0分間操作が無い 
と自動的に電源を切り、表示部の「0」も消'えボタンを押し 
ても受け付けません。ドアを開閉すると電源が入り、表示 
部に「0」がま示されボタンを受け付けまず。 


0点調節のお願い 

•日常ご使巧の際も、ときどき0点調節を巧ってください。 

調理を上手に仕上げるためです。 し一 > P .5 I 



給水タンクレッグカバー 


0 

0 

0 


メニュー涅巧盈度時間 




を回し「43八ンバーグ J を 
選択ずる 


お願い 

♦使用する水は想素消毒された水道水をご使巧ください。 

なお硬度の高い水を使用した場合は、カルキ(白い粉)が噴出した 
り、長期間使用するとスチーム噴出口が詰まることがあります。 

噴出□が白く付着が目なつようであれば、国内産のミネラル 
ウオーターをおすすゆします。また下記の水を使うとさは、カビや 
雑菌が発生しやすくなるため、毎回給水タンクを洗ってください。 

•を水器の水 •アルカリイオン水 

•ミネラルウオーター •井戸水など 


■ 

を巧してスタートする 
終了音が鳴ったら 食品を取り出す 

使用後はお手入れ、 tK 抜きをする 



加熱室奥面の巧の中が、巧るくなったり、暗くなったりします。 
加熱室の温度を一定にするたゆ、熱風ヒーター 
の通電を断続ずるためでず。 



♦調I里終了後は給水タンクの残水を捨て、パイプの水抜さ 
を行ってください。 r-» 本書 P3 「パイプの水抜き」 1 
♦力廠きのミ酿が冷えてから、加熱室邮付着した水滴をふき取ってくださし、。 


手動調埋の使いかた 


〔-> P .42~53) 
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わがや流あたための使いかた (48 ごはん〜 50 酒かん) 


使いかた1お手持ちの容器の重さを登録ずる 


X 臣8ごはん 1 に使用する容器を、容器番号「 2 」に登録する場合。 




登録したい空の容器を 
テーブルプレートの中央に置き 
ドアを閉める 


日レンジ 
□ォ-ブン 
□グリル け-卜1 
□坦執が惑気 I ぉ水 I 
□スチーム^- 



0 Hi を巧す 

容器計量ランプが点滅します。 


□トブン幽 
□グリル 


□道辣が綺 I お7大 I 
□スチーム^- 


I テーカレ I 


峭 





に:!-挪 S 度時間 



を回し、希望の 
rx ニューき号」 
と「容器番号 J を 
選択する 


FilFI 娜して登録する 

♦約6秒後、「ピー」と鳴ったら 
容器の計量が終わり、容器 
番号の 下に「■」 が表示され 
て数砂後、「0」表示となり登 
録が終わります。 


g レンジ, fA , 
□す-ブン挂勒 
□グリル 
□ 担聞が属気 I S 化 I 



* レンジ 
□すー ブン 
□グリル ^3 
□遏孰氷霖気 I I 
□スチーム^- ' 


計ミや。 HQ 

も 1留34® 

\ 广つ一 扣 

こ L JC 


I レンジ I な I 

□トブン輔 
□グリル ■■ 
D 遇熟が赖 I ^7未 I 
□スチーム^ ' 


ピー 


喘 




登録•記憶済' 


為 


登録でさる X ニユーと容器の数 


ニュ 番号 

容器を号 

48ごはん 

卜 4 

49牛乳 

1〜4 

50酒かん 

卜 4 


ノ 


■登録した設定ですぐに食品をあたためるときは 

容器計量後、表示部に「0」が表示される前にを巧して、 
登録した容器に食品を入れ、テーブルプレートの中央に置き、 
ドアを閉め 0) を巧します。 


わがや流の上手な使いかた 


♦同じメニュー番号の容器番号に別の容器を登録すると前回の登録の内容は消えます。 

参電源プラグを抜いたときや停電した場合でも記憶しています。 

♦磨留1 を3秋間巧すと、登録した 向8ごはん I 〜 ち〇酒かん I までの内容を全て消'すことができます。 

メニューごとに登録したそれぞれの内容を個別に消すことはできません。 

■容器計量せずにあたためる場合 

1食品を入れた容器や皿をテーブルプレートの中央に置き、ドアを閉める 
2陪 Ifl を巧して^0を回して X ニューを選択し、©を巧してスタートずる 
※容器を登録していないメニューを選択すると、あらかじめ登録されてし^る標準的な容器の重さで 
加熱時間を計算します。 

※容器を登録したメニューを選択すると登録された容器の重さで加熱時間を計算します。 


2 

































































































知つておいていただきたいこと 


下記の内容に十分ごミ主意いただき、ご使用ください。 



〇 

0 


パイプの水抜さ 


テーブル プ レー トをセットして、ドアを 
閉める 

表示部の「0」を確認し、給水タンクを 
本体から引き抜く 


1擺] 


を巧し、「33清掃」を 
選択する 


メニュー還巧温度時間 



を巧してスタートする 
終了音が鳴ったら水抜き完了 


レッグ カバーの お手入れ 




>レッグ カバーはスチーム 調理など、湯気 
が結露したときの露受けです。こまめに 
お手入れしてください。 

給水タンクを外してから、左ち前方のく 
ぼみに指をかけて、上方に軽く持ち上げ 
ながら手前に引いて外しまず。 



給水タンクを外してから 

X セットするとさは、確実に奥まで巧し込んでくだ 
さい。（確実にセットしないと、水漏れやスチー 
ム不足の原因となります。） 


肉や魚の解凍は 
トレーの ままで 


参包装を外し、トレーのままテーブル 
プレート中央にのせてください。 
♦半解凍 ( t 〜八分解凍)状態に仕上 
げます。 

( 解ま後 3—5 分放置して、自然鸦凍 
する） 

参分量の目安は100〜100 Og 
参グ U ル調理•オーブン調理の後は 
加熱室が熱くなっているのでドア 
を開けて冷ましてから使ってくだ 
さい。 〔-* P .36~37) 


レンジ加熱で黒皿や 
グリル皿などを使わない 


•付属の黒皿や金属の調理道具げ 
ルミホイル•金ぐしなど）を使 
ねないでください。 1-> P .23) 

(付属のグ I 」ル皿、グ IJ ル皿ふ 
たはクッキングガイドに記載 
の使いかたに限り使えます。） 


林 P -18 〜20〕 



食品の分量に 
あった器の大きさ 


♦容器の大きさは、食品 
を入れたとき、八分目 
くらいになる大きさが 
適当です。 

♦適合する容器が無い 
ときは、「手動調理 J で 
様子を見ながら加熱 
してくだ1^い。 

!->• P -42 〜53〕 


2個]^(上の食品の同時あたため 


■ 才ート調理で同じ食品 ■お総菜は少し間を離して、飲み物は中央に寄せて置きます。 

を2個1^1上同時にあたた 
める場合は、食品の分量 
や容器の大きさ•重さを 
同じ< らいにしまず。 

■ オート調埋で保を温度や種類の異なる食品を2品同時にあたためる場合 

•常温と常温、常温と:令蔵、:令蔵と;令蔵の2品同時あたためは 11 あたため I [- » P .28] 

■冷まと;令蔵の2品同時あたため は に; 令凍(左）と冷蔵(ち )I (- » p .29] 

■上記な外の食品は手動調理 （レン ジ加熱)で様テを見ながらあたためます。 [- » P -42~43] 

















































わがや流あたためは、自分のお好みにあたためる機能です。 

お好みに仕上げるため、使いかたに応じてな下の操作手順で行ってください。 


使いかた2登録した容器を使ってあたためる 


^148ごは^^のぁたたためを、 容器番号じ」に登録した容器で行う場合。 




日レンジ 

ヘルシー 


Q 才ーブン 


□グリル 

清掃 


[] 過熱纖 

お真 


□スチーム 


'I 手動1 




登録した容器に食品を入れ、 
テーブルプレートの中央に置き 
ドアを閉める 


。レンジ 
□オーブン 
日グリル Ot - 卜！ 
日坦离賴気 
日スチーム^- " 


0 |わがや流1 
I (呼出し ）I 

0 


を押す 


■レンジ 

□す-ブン挂画 
□グリル 
□お巧水惡気 [¥=m 
日スチーム*- 



に]-退が湿度持国 



0 


を回し、登録した 

■し、 バタ 

X ニュー番号 

と 

「 X ニユー番号」 

と「容器番号 J を 

5 技ン國 

□グリル 

日顯水惑気 1 を水 1 

1 テ—ブル 1 

W 8 

1 

!3 4! 旨 

71 中•结 

選択する 

0 ス チー ム 


容器番号 


メ—ユ-罢折温度離 } で t */ 

スタートする 

参終了音が鳴ったら 
食品を取り出す。 



>食品重量の計量中は表示が 
回転します。 


勝 画 

日グリル 巧 一 H 
日這离水死! 
日スチーム^- 


典 


1!34憩 

弱.中.巧 


わがや流の上手な使いかた 


•食品の分量と食品の湿度 n 人分の分量は、下表のとおりでず。） 


にュー 

食品の分量 

食ロロの/皿, 又: 

あたためのコツ 

148 ごはん 1 

100〜30 Og 

巧旧 
わ/皿 

P .27 1 

149 牛爭し 1 

100 〜 400 mL 

:令蔵 

P .32 1 

150 ミ酉かん 1 

100 〜 300 mL 

巧旧 
币/皿 

[-> P .146] 


仕上がり を押し、お好みにより希望 
—^ の仕上がりに調節ずる 

•仕上がり調節も記憶されます。 

参スタートからあ6秒後に、食品重量 (10 g 
単位)を表示します。(約3秒間） 
龄ン国 


地 


Iテ-ブル1 


1国 34 P 

贾：中•挂 


龄ン画 


□グリル 
□綱水綺 
日ス チー ム — 


!3 4寶 


IテーブルI 


31 严 £1 SS ぉ:£ 


XI 48 ごはん I は重量から計算した白米の標準的な力日リ" 
を表示しまず。他のメニューは表示しません。 


♦終了までの時間を表示します。 

I レンジ 

日 ォ-ブン度拉 
日グリル 

D 垣削(關の 
日スチーム^- 



U 口 

つ0 11213 4 IS 

ff^ 

3日抄 窗 心強 


•終了すると「0」表示に戻ります。 


※常温は約20で、を蔵は約0で〜約10でを基準にしています。 

X ;令蔵のごはん、常温のおかずは、 II あたため I で加熱します。 

※冷蔵の汁物、常温の牛爭し、：令蔵のお洒ま、様子を見ながら手動調理 （ レンジ加熱)で力願します。 し今 P .42、 55」 

同程度の大きさ、妝厌、重さであれば、容器2個を同時に登録して使うこともできまず。 

参容器の大きさ、斤刻犬が異なると、加熱むらの原因となります。 

♦食品の種類、分量も同じにしてください。 

♦食品の分量は、上まの 2 倍が目をです。ただし、 向 9 牛爭し N 50ミ酉かん I は日 OOmL までにしてくだごい。 

♦食品の置きかたは、テーブルプレート中央に寄せて並べてください。（ち図参照） 

•食品の種類や分量によっては、左ちの仕上がりが若干変わることがあります。 - 

3個な上を同時に登録して使うことはできません。（加熱むらとなり上手にあたたまりません）だ_ 















































































































使いかた 3 お手持ちの容器の重さを登録しないであたためる 


X 登録していない容器を使って 148ごはん I であたためる場合。 


口 


A ルシー 

清掃' 

杉-ブン，手動睡 

グリル 

廣適爵水!気 

脱臭 

ストムシ3ツト 

6ストム 







使う空の容器を、 テーブル 
プレートの中央に置き、 
ドアを閉める 


日レンジ 

□す-ブン挂 fi 
□グリル r 才 -H 
□這孰水蘇の 
□スチーム^— 


0 


〇 離]を巧ず 

0 


勝ン画 

□グリル 


□スチーム^ 



un 

つ〇 田2 3 4巧 


お•や•结 


に: I - 馴温度枝間 を回し、 

「乂 - 1 s°iy 

容器「闇に選択 
ずる 



■レンジ I fA I 
□ 3 -ブン L^J 
□クリル 

□坦辣水養気 I '括7火 I 


容器番号 




リ8 : f 


溫 

> .強 


メニュー番号 


@ を押す 


参約6秒後、「ピー」と鳴ったら 
容器の計量が終わりです。 


I レンジ__ 
时づン圈 
日ヴリル 

□垣离ホ闕 の 

■レンジ 
□3 -ブン 
□グリル 

日這熟水顯 I 1 
日スチーム' ' 



計き中由 U 曰 

、饼 -- … 4 g 

1テ-:？•ル1 

、■’ 1、弱•中•ま 


づ口12 3 4擺| 




巧•中•強 J 


容器計量完了 


ドアを開け、計量した容器に食品を入れ、ドアを閉める。 


の 


にユ-腳 S 度時固 を押して 

スタート ずる 



♦食品重量の計量中は表示が回転しまず。 


■レンジ 


□すーブン L 11 J 

終了音が鳴ったら日グリル ■ 
食品を取り出す。 


厅-フル I 


化上がり を押し、お好みにより希望 
—^仕上がりに調節する 

参仕上がり調節は記憶されません。 


参スタートから約6秒後に、食品重量 (1 0 g 
単位)を表示します。(約3秒間） 


た 驾ン画 


'レンジ 

□ォ-ブン這 IJ 
□ヴリル 

□追巧が奈気 I 洽水 I 
〇スチーム^— ' 



up KiiS 

巧つ〇 1234關 


1 SO 




:|ぶ含 


1 … H 

cal 現•ま•注 



XI 48 ごはん I は重量から計算した白米の標華的な力〇リー 
を表示します。他の メニ ューは表示しません。 


♦終了までの時間を表示します。 

I レンジ 

□トブン [ilJ 
□グリル ■■ 

□追財顯[¥お1 
□スチーム^— 



明 

つ〇 

»= よ‘ •— 
…4圏 


Dm 

巧■中•な 


♦終了すると「0」表示に戻りまず。 


登録した容器の乂モとしてお使いください。 •登録した内容を修正する際は同楠の「のり付きメモ 

巧紙」を貼付けてください。 


容器 

番号 

/ニュー 

48ごはん 

49牛乳 

50酒かん 

1 




2 




3 




4 





5 























































































































A 突然の沸とうにを意 



♦飲み物(水、牛乳、お酒、コーヒー、豆乳 
など）やカレーやシチューなどとろみ 
のある物、ミ由脂分の多いをク IJ - ム、バ 
ターなどは、加熱中や加熱後に、突然、 
沸とうして飛び散り、やけどのおテれ 
があるのでを意する。 


♦開□が細い容器は特に注意し、 
小さなカツプ、マグカツプも 
ミ主意する。 

♦飲み物は加熱前 
と加熱後にかさ 
混ぜる。 




A やけどに注 


>オーブン1硬里.グリル調理. 
スチーム 調をおよびお手 
入れの脱臭と清掃の後は、 
本体（ドア、キャビネット、 
加熱室とその周辺）に融れ 
なし、。 


こんなとさは 


こんなときはな障ではありません、次のことをもう一度確認してください。 


修理を依頼ごれる前に次の点および取扱説明書をもう一度お調べください。 林 P -6 卜 63 J 



電ミ原力 S 人らなし、 ♦ドアを開閉し、表示部に「0」が表示されボタンやダイヤルを受け付けるか確認してくだごい。 

時々雷源が入らない （待機睛肖費電カオつ機能が働くと表示部のき示が消えボタンを受け付けません) 


才ーブン予熱中に •予熱中は節電のため庫内灯を消灯しています。予熱中に加熱室内の様子を見たい 

庫内灯が消灯している ときはを巧すと約5秒間庫内灯が点灯します。 


• 

2冷凍ごはん 

でプラスチックの容器またはラップに包んで加熱してください。 

冷ましたごはんなとが >3 解凍あたため 

うまくあたたまらない 容器坪皿)を使 t 

容器の大さ方は 

で加熱するときは必ず容器评皿）にのせて加熱してくだ古い。 

) ないでラップに包んだままの状態で加熱すると、あたたまりません。 

、食品を入れたとき、八分目くらいになる大さ t が適当です。 


レンジのとき 
火花(スパーク)がでる 


参黒皿(黒色ホー□一皿)を入れ、「あたため」や「レンジ」で加熱していませんか。 
♦グリル皿にアルミホイルを敷いて加熱していませんか。 

♦テーブルプレートやグリル皿などに食品くずがついていませんか。 


♦才ーブン運転時は高温になっているためスチームが見えない場合があります。 

スチームが見えない。 また、才ート調理は、メニューによってスチーム量が異なります。スチーム発生時 

は「スチーム」が点なします。 


加熱中、表示部やドアが 
くもったり、水滴が落ちる 


参メニューによつて食品から出た水分が水蒸気となり、表示部やドアの内側がくもる 
ことがありまず。 

ドァの内側などに露がっき、床に落ちたときは、ふきんでふき取ってくだ1^^ぃ。 


加熱室内に白い粉が 
付着ずる 


♦白い付着物の成分は水道水に含まれるミネラル分（カルシウム、マグネシウム）が 
蒸発して残った物です。ミネラル分はち害ではありません。かたく絞っためれぶき 
んでふき取りまず。 


調理が終了してもフアン 
の風切り音がする 


♦調理終了後(合計調理時間10分な上の場合)や 0 を巧した時、電気部品を冷 
却するためファンが3分間回転する場合がありますが故障ではありません。 

を却が終了するとフアンは自動的に停止します。 


設定した温度が途中で ♦ [^―ブン 1 (予熱有)のとき、300での運転時間は約5分です。テの後は自動的に 

変わることがある 250でに切り替わります。 


300でに設定できない •加熱室が熱い場合、および予熱無の場合の最大設定温度は250てになります。 

ことがある 


ドアから蒸気がもれる ♦少量の蒸気が出ることがありますが異常ではありません。 
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